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はじめに 

 

・本市では、平成 24年に「四国中央市都市計画マスタープラン」を策定し、“四国の

まんなか人がまんなか、活力・交流・文化の都市づくり”の理念のもと、適正な土

地利用の推進や都市施設の整備等に取り組んできました。 

・一方で、全国的に人口減少・少子高齢化等が進み、社会経済情勢が大きく変化する

中、特に地方都市においてそれらの課題に十分対応した都市構造となっていないこ

とから、さらなる人口減少等の進行に伴い地域の衰退が加速し、存続の危ぶまれる

都市の発生も危惧されています。 

・これまで、戦災復興期や高度経済成長期において、日本の都市は目覚ましい発展を

遂げてきました。その間、都市の中心部への人口集中により建物が密集する市街地

が形成される一方で、郊外部への無秩序な開発が進み市街地も拡大しました。その

後、自動車交通の発展も相まって郊外への居住が一層進み、中心部の空洞化が進行

しました。 

・このように無秩序に拡大した市街地では、拡散した公共施設の維持・管理に係る経

費が増大するとともに、居住者の利便性の低下や自動車への依存を強くしています。

今後、さらなる人口減少により、一人当たりの公共施設に対する費用が増加すると

ともに、日常生活に欠かせない商業施設の閉店など、日常生活の利便性の低下や個

人の負担が増大することが考えられます。また、高齢化の進行に伴って、自動車の

利用が困難となるなど交通弱者が急増することが考えられます。 

・そのため、国は平成 26 年 8 月に都市再生特別措置法を改正し、新たに「立地適正

化計画」制度を位置づけました。その中で、今後のまちづくりにあたっては、医療・

福祉、商業などの施設や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめとする住民が

公共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできる都市の構造『コンパクト

シティ・プラス・ネットワーク』の考えが重要であることが示されました。 

・本市においても、全国的な傾向と同様に人口減少・少子高齢化が進むとともに、そ

れらに伴う様々な課題に直面していることから、都市全体を見渡し、誰もが安心で

き健康で快適に暮らせる持続可能な都市の形成の実現に向けて「四国中央市立地適

正化計画」を策定します。 

 

【望まれる都市像】
○医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地
○高齢者をはじめとする住民が自家用車に過度に頼ることなく、公共交通により医療・福祉
施設や商業施設等にアクセス可能

○日常生活に必要なサービスや行政サービスが住まいなどの身近に存在

コンパクトシティ プラス ネットワークによるまちづくり


